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１．霞ヶ浦流域の概要

・霞ヶ浦は、茨城県の南東に位置する湖面積が約２２０㎢と琵琶湖に次ぐ全国第２位の湖面積を有する湖沼です。

流域は茨城県 千葉県 栃木県の３県２４市町村にまたがり 貯水量は８ ５億㎥と非常に大きいのに対して 出口が

ヨシ

・流域は茨城県、千葉県、栃木県の３県２４市町村にまたがり、貯水量は８．５億㎥と非常に大きいのに対して、出口が
下流１箇所しかなく、流域から流入した水が流出するまでに長い時間を要し、平均水深は約４mと浅く、富栄養化しやす
い地形条件です。

・流域では漁業及び農業が中心であったが、筑波研究学園都市など流域の開発により、昭和40年代から急激に人口

が増加しました。（流域人口 約９７万人 平成２３年）

・貴重な水資源として茨城県をはじめ１都３県の重要な水資源としても位置付けられています。

・北部にそびえる筑波山地を含む一帯が水郷筑波国定公園に指定されています。
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トライアスロン １茨城の豆知識（いばらき早わかりガイド） H24年6月1日作成より抜粋

流域面積：2,157㎢
（茨城県面積の約35%）



２．事業の目的（１）
【水 環 境】 ： 霞ヶ浦は流入負荷量の増大などにより水質悪化が生じているため、リン・窒素の底泥から湖水への溶出を削減し、水質

改善を図ることを目的に湖沼水質保全計画に基づき関係機関と連携して事業を実施します改善を図ることを目的に湖沼水質保全計画に基づき関係機関と連携して事業を実施します。
【自然再生】： かつての霞ヶ浦で普通に見られた動植物が生育・生息する水辺空間や良好な湖岸景観が減少しているため、自然再生推進

法に基づき、市民、専門家、行政が一体となって、かつての霞ヶ浦で普通に見られた動植物が生育・生息する水辺空間や良
好な湖岸景観を保全・再生する事業を実施します。

●霞ヶ浦は昭和40年代前半までは湖水浴場と ●昭和４０年代からの人口の増加や高度経済成長とともに水質が悪化しました。

下水道
流域 浚渫量

水

環

湖水浴で賑わっていた霞ヶ浦
（昭和４０年頃）

●霞ヶ浦は昭和40年代前半までは湖水浴場と

して賑わっていましたが、後半には閉鎖となり

ました。

●富栄養化が最も進行していた昭和４０年代後

半から昭和５０年代には、毎年夏になると大

量のアオコが発生して湖面を覆っていました。

●昭和５４年に水質の悪化はピークに達し、西浦においては改善されてきています
が近年は横ばいの傾向にあります。 しかし、北浦においては、近年、西浦に比べ
て悪化の傾向にあります。

●茨城県南地域で、つくばエクスプレス、首都圏中央連絡自動車道の整備とともに、
沿線開発が進んでおり、今後も人口が増える可能性があります。
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量のアオコが発生して湖面を覆っていました。

●昭和54年には酸欠により養殖コイの大量死

が発生していました。

●水質が悪くなると飲み水の浄化処理が増え

たり湖に生息する生物への影響が懸念され

ます。

70

80 

4 0

6.0 

8.0 

10.0 

400

200

60

40

西浦COD

下水道普及率

（COD長期ﾋﾞｼﾞｮﾝ目標

5㎎/L台前半）

北浦COD

植生帯が消失

酸欠による魚の斃死

60 

70 

0.0 

2.0 

4.0 

S
30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62

H
元 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23

(年度）

0

20

（COD環境基準 3.0㎎/L）自
然
再
生かつての霞ヶ浦湖岸植生帯（イメージ） 現在の霞ヶ浦湖岸

T-N(mg/l) 総窒素

●堤防整備前と比べて多様な動植物が生育・生息できる植生帯等の自然環境
が減少しました。

●湖内と堤内地の連続性の低下などにより住民と湖との繋がりが希薄になっ
てきました。
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・ＣＯＤは、海水域や湖の汚れを測る代表的な指標です。この値が高いほど水が
汚れていることを示します。
・T-N(総窒素),T-P(総リン)は、栄養塩類でありプランクトンに摂取されます。プラ
ンクトンなどが増えるとＣＯＤが高くなります。
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２．事業の目的（２）（汚濁メカニズム）

・霞ヶ浦の汚濁要因には、湖の外から入ってくる外部要因と湖の中で発生する内部要因があります。
・一度湖底に沈殿・堆積した底泥からは 窒素（Ｎ） リン（Ｐ）が湖水中に溶け出し 外部から流入する窒素 リンとともに植・一度湖底に沈殿・堆積した底泥からは、窒素（Ｎ）、リン（Ｐ）が湖水中に溶け出し、外部から流入する窒素、リンとともに植
物プランクトンの増殖（内部生産）を通じて水質悪化（有機物（ＣＯＤ）の上昇）の要因となります。

・水質を改善するためには湖に流入するために除去することが重要ですが、既に溜まっている高濃度の底泥からも継続的に溶出し
ているため、効果的な水質改善をするためには同時に底泥を取り除くことが必要となります。

湖に入ってくる汚濁要因

外部要因

河川を通じて
入るもの

自 然

人 為

山林等（面源系）

家 庭（生活系）

工 場 （工場・事業場系）

畜 産（畜産系）

湖に入ってくる汚濁要因

外部要因

湖に直接流入
するもの

人 為

自 然

人 為

畜 産（畜産系）

その他 [水田・畑等]
（面源系）

降雨等（面源系）

網生簀（水産系）

湖内での汚濁負荷の移動

するもの
人 為 網生簀（水産系）

流入負荷量
窒素：3,697ton/年
リン： 176ton/年

●自然浄化施設
河 部 ゴ や栄養塩類

栄養塩類が増えて植
物プランクトンが増
殖するとＣＯＤが上

吸収

河口部でゴミや栄養塩類
を抑えることで、湖に入
る量を減らします。

殖するとＣＯＤが上
昇します

植物プランクトンの
増殖が進むとアオコ
となって異臭を放つ

浚渫による低減効果
窒素：318ton/年

●浚渫
栄養塩類の濃度が高い底泥を取
り除くことで、栄養塩類が湖水
中に溶け出す量を減らします。

ようになります
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窒素：318ton/年
リン： 26ton/年

浚渫が無い場合の溶出量
窒素：1,815ton/年
リン： 278ton/年



２．事業の目的（３）（湖沼水質保全計画）

茨城県 栃木県及び千葉県により策定される「湖沼水質保全計画 により昭和61年から流域とし の取組みが始まりました

○流域から霞ヶ浦に流れ込む負荷を削減するため、流域全体で対策を行っています。

・茨城県、栃木県及び千葉県により策定される「湖沼水質保全計画」により昭和61年から流域としての取組みが始まりました。
・第５期策定の際に湖の将来像として「長期ビジョン」を設定し、その目標に向けて水質保全計画を進めています。
・水環境事業や自然再生事業も本計画にあわせて実施していきます。

長期ビジョン 「泳げる霞ヶ浦」「遊べる河川」 凡 例第６期湖沼水質保全計画長期 ジ ン 泳げる霞ヶ浦」 遊 る河川」

水質目標：平成32年度に、霞ヶ浦の湖水浴場が賑
わっていた昭和40年代前半の状況（COD 
5mg/l台前半）を目指す。

■ 流域対策
■ 水環境事業
■ 自然再生事業

各事業の保全計画における目標値

事業期間：平成23年度～平成27年度
水質目標： (平成22年度)→目標(平成27年度)

西浦の平均ＣＯＤ 8.2mg/l → 7.3mg/l
北浦の平均ＣＯＤ 9.1mg/l → 7.6mg/l

肥料等の使用量削減

排水の

森林整備西浦 北浦

H22現況 H27目標 H22現況 H27目標

下水道整備 63.6% 71.7% 12.6% 14.2%

家畜排せつ物

各事業の保全計画における目標値

排水の
流出抑制

排せつ物の管理

排水基準
の遵守

多自然型
川づくり

家畜排せつ物
農外処理･利用

2施設 7施設 0施設 3施設

農地排水流出
抑制

372ha
11箇所

396ha
12箇所

274ha
11箇所

592ha
26箇所

浚渫 773万m3 800万m3 － －
自治体・住民

下水道や農集排

川 くり

(汚濁負荷)

自然浄化施設 － － 1 2 による対策

住民一人ひとりの取り組み
○水環境にやさしいライフスタイルの推進

・洗剤や石鹸の使用量の適量化
・食用油の適正な処分

植生帯の復元

河口部での汚濁
負荷流入抑制

網生け簀養殖
適 管流入 堆積した汚濁

下水道や農集排
施設の整備

(汚濁負荷)

食用油の適正な処分
・料理くずや食べ残しは生ゴミとして適切に処分
・風呂の残り湯の再利用

○家畜排せつ物の農外処理・利用
・畜産バイオマス燃料化の推進
・簡易高度処理施設による畜産汚水中の窒素、リンの除去

○農地対策
の適正管理流入･堆積した汚濁

負荷等の除去(浚渫)

4

・減肥技術などの活用による環境にやさしい農業の推進
・代かき時の水管理の徹底（濁水の流出防止）
・被覆作物の作付け等による表土や肥料成分の流出抑制

○その他
・河川清掃の実施
・環境学習、啓発活動の実施



３．事業の概要（１）（全体概要）

【水 環 境】 ： 流入負荷量の増大や底泥からの栄養塩類の溶出などにより水質悪化が生じ、改善が求められている事から浚渫等の対策
を実施するとともに 新たな水質浄化対策に関する調査研究を行っていきます

【全体工程表】

を実施するとともに、新たな水質浄化対策に関する調査研究を行っていきます。
【自然再生】 ：かつての霞ヶ浦で普通に見られた動植物が生育・生息する水辺空間や良好な湖岸景観を保全・再生する事業を実施します。

年度年度

事業名

S50 ～ H11 H12 ～ H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水環境

自然再生

高浜沖浚渫

湖沼水質
保全計画

【全体数量】

第５期 第６期

※湖沼水質保全計画では第５期に長期ビジョンとして、平成32年度までにCOD5mg/L台前半という目標を策定している
※自然再生：自然再生協議会において整備済み区間の知見を踏まえた協議を行う必要性により２年間延長（Ｈ２６→Ｈ２８）

園部川高浜沖浚渫

武田川
自然浄化施設

大円寺川

梶無川
自然浄化施設

【全体数量】

浚渫船「カスミザウ川尻川

浚渫土処理
内容変更

事業区分 事業内容 単位
数 量

備 考全体
計画

H24年
度末

H25年
以降

浚渫 万m3 800 800 0 H23完了

園部川
自然浄化施設

大円寺川
自然浄化施設

浚渫船「カスミザウ
ルス」

川尻川
自然浄化施設 水

環
境

西浦 浚渫土処理 ％ 100 79.5 20.5 H4～H30

自然浄化施設 基 3 3 0 H14完了

北浦
自然浄化施設 基 2 2 0 H22完了

浄化対策に関
する調査研究

式 1 1 1 H24～H27

土浦沖浚渫

浚渫土処理
田村･沖宿･
戸崎地区自

自
然
再
生

田村地区

湿地再生 m 435 435 0 H23完了

緩傾斜堤防 m 350 350 0 H20完了

消波工 m 400 400 0 H13完了

沖宿地区
植生帯再生 m 780 0 780 H27～H28

消波工 m 2140 1600 540 H11～H28

5

浚渫土処理戸崎地区自
然再生 利根川

生
消波

戸崎地区
植生帯再生 m 170 0 170 H27～H28

消波工 m 210 0 210 H27～H28



３．事業の概要（２）（水環境）
●西浦浚渫
・底泥浚渫により窒素・リンの底泥から湖水への溶出を削減し

●自然浄化施設（ウェットランド）

・流入河川の流れの勢いを河口部に設置した仕切堤と沈殿池で

高 浜 沖 浚 渫

底泥浚渫により窒素 リンの底泥から湖水への溶出を削減し
水質改善を図ります

・浚渫土で農地を嵩上げし、その上に農地を復元します。

・流入河川の流れの勢いを河口部に設置した仕切堤と沈殿池で

弱め、湖内への汚濁物質の流出を抑制します。

（S57～H24）

ヨシ等の植生帯
川尻川

施工箇所

西浦西浦 北浦北浦

全体浚渫量800万m3

西 浦
沈殿池

施工箇所

土 浦 沖 浚 渫
（S50～H19）

仕切堤
霞ヶ浦

植生の復元 仕切堤

川尻川ウェットランドの現状

霞ヶ浦河川の流れ 沈殿池

汚濁物質沈降
生物の生息

浚渫土処理（農地かさ上げ）

平成4年度 平成9年度 平成24年度

●浄化対策に関する調査研究
・北浦は流出してくる汚濁負荷の状態も湖の特性も西浦と異
なっています

排泥状況
沈殿ピット

生物の生息
空間の創出

平成4年度 平成9年度 平成24年度

0 3 1 0 なっています。
・水質浄化対策は現地で試験を行い、実際にどの程度の効果が
あるかを確認して実施の判断をします。

・試験は浚渫、脱窒などについて行います。
農地復元 6※赤枠は平成25年度以降も実施

0.3-1.0m

1.5-4.5m



北浦における水質浄化対策を検討するにあたり、既往実績の
ある工法が北浦においてどの程度効果が現れるかを平成24年 鉾田川

３．事業の概要（３）（浄化対策に関する調査研究（北浦））

ある工法が北浦においてどの程度効果が現れるかを平成24年
度より試験施工を行い検証する。

鉾 川
巴川

■鉾田川脱窒
窒素濃度の高い鉾田川を対象に脱窒作用による効果を検証します。窒素濃度の高 鉾田川を対象に脱窒作用による効果を検証します。
鉾田川の水を霞ヶ浦に流入する前に試験地に引き込み、窒素の低

減効果を調べます。

湿地法（表面流れ方式）

窒素ガ

窒素(N)が
多い河川水 窒素が(河川)

 

脱窒施設イメージ

Ｐ
窒素ガス
が放出

多い河川水

ポンプ

窒素が
減った水

Ｎ ＮＮＮ

(湖へ放流)

(河川)

■覆砂
窒素・リンなどの栄養塩類濃度が高く湖水へ溶出してしまう底

泥の表面を濃度の低い砂で覆うことで底泥からの溶出をどこまで
抑えられるか調べます。

内部汚濁要因模式図

覆砂試験
予定範囲

■新規対策の検討

←砂で覆うことで溶出
を抑えます

■新規対策の検討
上記対策のほかに有効な対策がないかを検討。
実施可能な対策については、試験施工を随時行い、その効果を

検証します。 7



３．事業の概要（４）（水環境事業の進捗状況）

・前回事業評価（平成21年度）以降の主な整備箇所は以下の通りです。

高浜沖浚渫

武田川
自然浄化施設

事業区分 事業内容 単位

数 量

全体
計画

H21年
度末

H24年
度末

前回から
の進捗

水
環
境

西浦
浚渫 万m3 800 752 800 48

浚渫土処理 ％ 100 71.7 79.5 7.8

北浦

自然浄化施設 基 2 1 2 1

浄化対策に関
する調査研究

式 1 0 1 1

浚渫土処理

利根川

する調査研究
式 1 0 1 1

武田川自然浄化施設

武
田

高浜沖浚渫 浚渫及び浚渫土による農地嵩上げ 自然浄化施設の整備

田
川

高浜沖浚渫高浜沖浚渫
北浦

高浜沖浚渫高浜沖浚渫

整備前 整備後 8
浚渫土処理土地
（小高地区）

浚渫土処理土地浚渫土処理土地
（西の洲･甘田入地区）（西の洲･甘田入地区）



３．事業の概要（５）（水環境事業の効果）
水環境事業を行ってきた西浦では、下水道整備や農業・畜産対策など流域の取組みと併せて水質が改善してきたと推測されます。

また、対策の進捗にともない、アオコの発生頻度も少なくなってきています。

●西浦におけるＣＯＤの変化

下水道整備や農業・畜
産対策など流域全体で
の取組みによる水質改

14.0
COD(mg/L)

14程度

水質保全計画が実施
されなかった場合（推定値※１）

また、対策の進捗にともない、アオコの発生頻度も少なくなってきています。

●アオコ発生の経年変化
西浦における10年ごとのアオコ大量発生の頻度は、

S58-H4に10回、H5-H14に２回、H15-H24.9に４回と浚渫
着手当時よりも減少している。

の取組みによる水質改
善効果 （推定値）

「底泥浚渫」による水質
改善効果（推定値）
COD年度平均値0.5ｍ

8 0

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

8 2
8.7

14程度

9.1

ｇ/L改善

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

環境基準3.0

長期ﾋﾞｼﾞｮﾝ

5台前半

8.2

5mg/l台前半

mg/l

※１【推定値】

水質保全計画が実施されな
かった場合のCODは、過去５回

策 「 策

0.0

1.0

2.0

昭和50～54年度
西浦のCOD年度平均

9.1mg/l

平成22年度
西浦のCOD年度平均

8.2mg/l

国土交通省の取組み（36年間）

浚渫760万m3等

の計画策定時における「対策
なし水質予測値から当時の水
質の差分を合計」した値を推定
値として記載。

浚渫を行った箇所では底泥からの栄養塩類の溶出速度し、目的である溶出量が抑えられたと推測されます。

●底泥 窒素・リン溶出速度の変化（牛渡沖、H15浚渫） ↓水中に多数のミジンコを確認

溶解性全窒素溶出速度 溶解性全リン溶出速度

22.3

20

30

40

速
度

〔
m
g
/㎡

･日
〕

10.6
10

15

20

速
度

〔
m
g
/㎡

･日
〕

9
湖底の状況

牛渡沖（浚渫実施済み）

5.39

0

10

H15 H24

溶
出
速

2.61

0

5

H15 H24

溶
出
速

牛渡沖



３．事業の概要（６）（水環境事業の効果と地域の声）

・現在実施されている水環境事業の効果について、流域関係者からの様々な意見を頂いています。

1.6 

1.8 

2.0 

西浦透明度
（ｍ）

2,000 

2,500 
漁獲量

ワカサギ

エビ類
2,000 

2,500 
漁獲量

ワカサギ

エビ類

（ｔ）
西浦の漁獲量は１．４倍に増加

H4大規模浚渫以降

平成２２年度　（ＣＯＤ、ｍｇ／Ｌ）

順位 類型指定水域名 都道府県名 年間平均値

水質ﾜｰｽﾄﾗﾝｷﾝｸﾞ
（北浦の水質改善が課題）

西浦の透明度は最も悪かった時期から１．８倍に改善

0.8 

1.0 

1.2 

1.4 

1,000 

1,500 

エビ類

1,000 

1,500 

エビ類

改善傾向にあります
順位 類型指定水域名 都道府県名 年間平均値

１ 長沼 宮城県 １１

２ 漆沢ダム 宮城県 ９．３

３ 常陸利根川 茨城県 ９．２

1.8倍
1.4倍

0.0 

0.2 

0.4 

0.6 

昭

和

51 

年

度

昭

和

52 

年

度

昭

和

53 

年

度

昭

和

54 

年

度

昭

和

55 

年

度

昭

和

56 

年

度

昭

和

57 

年

度

昭

和

58 

年

度

昭

和

59 

年

度

昭

和

60 

年

度

昭

和

61 

年

度

昭

和

62 

年

度

昭

和

63 

年

度

平

成

01 

年

度

平

成

02 

年

度

平

成

03 

年

度

平

成

04 

年

度

平

成

05 

年

度

平

成

06 

年

度

平

成

07 

年

度

平

成

08 

年

度

平

成

09 

年

度

平

成

10 

年

度

平

成

11 

年

度

平

成

12 

年

度

平

成

13 

年

度

平

成

14 

年

度

平

成

15 

年

度

平

成

16 

年

度

平

成

17 

年

度

平

成

18 

年

度

平

成

19 

年

度

平

成

20 

年

度

平

成

21 

年

度

平

成

22 

年

度

平

成

23 

年

度

0 

500 

H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22  H23 
0 

500 

H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22  H23 
（年度）

４ 北浦 茨城県 ９．１

５ 印旛沼 千葉県 ８．９

〃 手賀沼 千葉県 ８．９

7.3倍

度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度（年度）

●大規模浚渫に代わる水質浄化の実施に関する要望

●北浦の水質改善に関する要望

•茨城県知事（平成24年７月）

●霞ヶ浦漁業共同組合からの意見（平成24年８月）

•浚渫した場所ではワカサギの漁獲量が増えている

•近年浚渫した箇所においては水もきれいになっている 茨城県知事（平成24年７月）

•霞ヶ浦問題協議会（平成23年６月）

•霞ヶ浦北浦治水利水水環境促進同盟会（平成23年12月）

•近年浚渫した箇所においては水もきれいになっている

•浚渫は今後も続けて欲しい

•湖岸植生もエビや魚の産卵の場となるため整備してほしい

●湖岸植生の再生と保全の促進に関する要望

●アオコ発生改善のために実現象を
踏まえたメカニズムの早期解明

●湖岸植生の再生と保全の促進に関する要望

•霞ヶ浦北浦治水利水水環境促進同盟会（平成23年12月）

●霞ヶ浦意見交換会（平成14年12月～ 14回開催）
（水質がテーマの会議には延べ300人が参加）

•行政は水質目標達成に責任を持つべきである

•窒素・リンは水質改善の第１条件だが、それだけでも十分
踏まえたメカニズムの早期解明

･茨城県知事（平成23年９月）
ではない

•霞ヶ浦の水質について、流域住民100万人で考え、行動する

必要がある
H23アオコ対策状況

(武田川) 10



３．事業の概要（７）（自然再生）

【自然再生の必要性】
湿生植物が失われている

湿地再生→
湿生植物等の再生

整備区域①
（田村地区）【自然再生の必要性】

湖岸から植生が失われたことにより、魚類等水生生物、鳥類等陸上生物の
生息場、餌場、産卵場や貝類の生息場等が失われました。
このため、かつての霞ヶ浦で普通に見られた動植物が生育・生息する

ことができるように湖岸植生帯の再生を行っています。

湿生植
物が失
われた
植生帯

現在

●湖岸から植生が失われたことにより、魚類等水
生生物、鳥類等陸上生物の生息場、餌場、産卵
場や貝類の生息場等が失われた。

●昔から和歌や俳句に詠まれ、住民にとってふ

期待する目標像

水際には抽水植生、浅水域には
沈水植生が繁茂する湖岸域 確認

された
植生

5k50

6k00 土浦市
田村

現在
●昔から和歌や俳句に詠まれ、住民にとってふ
るさとを代表する景観として親しまれていた霞ヶ
浦の美しい湖岸風景が損なわれた。

湖岸植生の再生は、霞ヶ浦に生息するこれらの
生物の生息環境を増加させ 霞ヶ浦の生物多様

沈水（マツモ）

植生

抽水（ミズアオイ：危急種）

子供達を含む環境学習（整備前：０回→整備後：年３回開催）
専門家による研究場 （整備前：０回→整備後：年１６回実施）

整備区域③：植生帯の造成、消波工の設置

整備区域①、②：ワンド整備、湿地造成

6k50

整備区域①

整備区域②

田村

整備区域③：
前浜造成による湿地再生

整備区域①、②：
陸域の改変による湿地再生

※かつての湖岸植生イメージ

植生帯が消失
生物の生息環境を増加させ、霞ヶ浦の生物多様
性の回復、絶滅のおそれの有る生物の保全に
寄与し、ひいては地域生態系の保全・回復の効
果や景観の改善を果たす。

湿地再生
８５ｍ

7k00
整備区域③

霞ヶ浦環境科学センター

かすみがうら市
戸崎

土浦市
沖宿

昭和４２年
消波工
４００ｍ

緩傾斜堤防：３５０ｍ
湿地再生：３５０ｍ

7k50

8k00 8k50

9k00

9k50

10k00

戸崎

11
自然再生対象区域

霞ヶ浦田村・沖宿・戸崎地区整備箇所植生帯 植生帯
湖岸植生帯の減少

植生帯再生：７８０ｍ
消波工：２１４０ｍ（１６００ｍ整備済）

植生帯再生：１７０ｍ
消波工：２１０ｍ



３．事業の概要（８）（自然再生）
平成25年度以降も植生帯の再生を行うことにより、かつての霞ヶ浦で普通に見られ

た動植物が生育 生息する水辺空間になり 景観も改善されることが期待される

前回事業評価（平成２１年度）以降
の主な整備箇所は以下の通りで

※イメージ整 備 前

整 備 後

波の勢いを弱めて
植生帯を保全する施設
（消波工）

た動植物が生育・生息する水辺空間になり、景観も改善されることが期待される。

整備区域③（沖宿・戸崎地区）

植生帯が無い箇所

植生帯の再生 → 湿性植物等の再生
整備区域②(田村地区)

の主な整備箇所は以下の通りで
す。

（消波工）植生帯が無い箇所

整備前 湿地再生のため現地盤を掘削

※イメージ

植生帯を再生すること
により、多様な生物が
生育・生息する水辺空
間が再生される

後

※イ ジ

整備後

断面図

堤防

湿生植物帯 抽水植物帯 浮葉植物帯 沈水植物帯
（ヨシ） （ヒメガマ） （ヒシ） （マツモ）

植生復元目標像

断面図

（ ） は一例掘削→湿地再生
消波工

断面図

数量

整備後整備後

堤防

霞 浦田村 沖宿 戸崎地区自然再生協議会実施体制

消波工植生帯

堤防

全体
計画

Ｈ21年
度末

Ｈ24年
度末

前回から
の進捗

湿地再生 m 435 85 435 350
自然再生

（田村地区）

事業区分 事業内容 単位
数量

植生帯が消失している

田村・沖宿・
戸崎地区
自然再生

調整市民

地域団体
(独)水資源機構

茨城県

土浦市
かすみがうら市

霞ヶ浦田村・沖宿・戸崎地区自然再生協議会実施体制

事業実施計画書の策定から維持
管理に至るまで協議し決定します。

全体
計画

Ｈ21年
度末

Ｈ24年
度末

Ｈ25年
度以降

植生帯再生 m 780 0 0 780自
沖宿地区

事業区分 事業内容 単位
数量

12

自然再生

専門家

(独)水資源機構

国土交通省
霞ヶ浦河川事務所

自然再生推進法による実施計画に基づき、多様な主体が一体となり平成１６～
２３年度間に２２回の協議会を開催し、自然再生に取り組んでいます。

消波工 m 2140 1600 1600 540
植生帯再生 m 170 0 0 170
消波工 m 210 0 0 210

然
再
生

沖宿地区

戸崎地区



霞ヶ浦 会 
  ・堤防沈下対策 
  ・波浪対策 
  ・大規模浚渫 

平成24年11月 9日 
霞ヶ浦河川事務所 

七色帆引き船 



  堤防の決壊時に浸水等のために、人命に危険を及ぼすおそれのある重要箇所の予防的  
治水対策を緊急的に実施する必要がある。 

浸水想定 

浸水面積 ３４０ ｈａ 

浸水家屋 ７２５２戸 

土浦市港町破堤の被害想定 

土浦市の主要市街地は、桜川河口低地のデルタ地帯に形成さ
れているため、港町付近で破堤した場合には、破堤直後から住
宅の浸水被害が発生し、JR常磐線土浦駅を含む主要市街地が
広範囲に浸水して、甚大な被害になることが想定される。 

≪一連の対策効果≫ 
・東日本大震災等の影響により、広範囲で堤防の沈下が確認（最大79cm、平均22cm：災害復旧工事実施区間を除く）。 
・堤防の嵩上げにより、堤防高の不足で生じる越水等の危険が解消。これにより当該箇所の治水安全度が確保される。 

■沈下による堤防高不足 
 地震に伴う地殻変動による広域的な地盤沈下に加えて、堤防直下の基礎地盤の沈
下や、堤体盛土の沈下など複合要素により、常陸利根川（霞ヶ浦・北浦・外浪逆浦・鰐
川・常陸川・北利根川）の堤防各所で、沈下による堤防高さの不足が確認された。 

【沈下対策】土浦市港町①地区の想定例 
 ■ 重要水防箇所  B  堤防高不足(重点区間) 

【千葉県香取市加藤洲地先】 【茨城県土浦市港町地先】 【茨城県潮来市福島地先】 

土浦市港町① 
Ｌ＝950m 

堤防沈下対策等（河川堤防の緊急点検と緊急対策） 





▲H21.10.8 台風18号の波浪状況 ▲北浦 居合地先 

▲ H10.9.16 台風5号の波浪状況（風速23m） 

北浦左岸９．７５ｋ 北浦左岸１４．２５ｋ 

 霞ヶ浦波浪状況  

西浦中岸１８．５ｋ 

波浪対策(霞ヶ浦波浪状況） 



霞ヶ浦の波浪対策について 

【治水】  
 波浪により堤防天端（法肩部）が浸食され、堤防機能が低下 
 また、堤防下部の矢板前面が洗掘され、倒壊の危険性 
【環境】 
 植生帯の基盤も、堤防下部の矢板による反射波で洗掘を受け、減少している 

Ｈ.Ｗ.Ｌ. Y.P.+2.85m 

波による洗掘 

堤防高さ Y.P.+3.5m 

○現状 

○波浪対策 

緩傾斜堤防の勾配は、離岸堤で減衰させた波浪が堤防高を越
える場合、詳細検討した上で勾配を設定する 

管理水位 Y.P.+1.3m 

堤
防
法
線 

波浪の減衰 
堤防高さ Y.P.+3.5m 

Ｈ.Ｗ.Ｌ. Y.P.+2.85m 

波による洗掘 

離岸距離は、堤長の約１／２ 
※施工性、経済性、背後地利用等も考慮する 

風 

風 

管理水位 Y.P.+1.3m 

天端高 

離岸堤の副次的な効果として、堆砂による湖岸植生の復元を期
待 

堆砂（将来期待） 

既設護岸 



波浪対策の効果（平成２４年６月２２日 台風４号） 

■雨量状況 
 1日間：流域平均雨量67.8mm 
■風速状況 
 6月20日 2:00：南南西 24.1m/s 
 ▽Y.P+2.85 

水位管理による効果 

▽Y.P+1.61（水門なし水位） 

常陸川水門により約40cm低下させた。 

40cm低下 

波浪対策の効果 

離岸堤により波高を約1m低減させた。 

▽Y.P+1.21（実績水位） 

※波が高いときの水位 
 利根川の水位：Y.P.1.61 
 霞ヶ浦の水位：Y.P.1.21 

離岸堤がない場所 

離岸堤がある場所 

6/22 1:40頃の写真 

6/22 1:40頃の写真 

（潮来市） 

（かすみがうら市） 

▽Y.P+2.17（波浪対策なし） 

離岸堤 

6/22 1:40頃の写真 

                               

▽Y.P+2.85 

                               

▽Y.P+2.85 

離岸堤あり 離岸堤なし 

風 

風 
▽Y.P+1.21（実績水位） 

■霞ヶ浦では、湖面が広いことから強風により高い波が発生する特徴があります。 
■台風４号の通過により、湖心観測所では、6月20日AM2時に風速24.1m/s（南南西）の風を記録し、最大波高2.24mの 
 波浪が発生しました。 
■波浪低減効果としては、常陸川水門での逆流を防いだことにより約40cmの水位を低減するとともに、離岸堤により 

 約1.0m（試算値）の波高低減がなされました。結果として、沿岸部では約1.4mの水位の低減がなされた。 

波浪による被災 

【平成16年,台風22号】 

（イメージ写真） 

▽Y.P+1.21 



潮来市水原地区 波浪対策効果（平成24年6月22日台風４号） 

6.50km付近 北東風速12m/s 

5.25km付近 北東風速12m/s 

無対策箇所の
波浪打上げ状況 

波浪対策による
波高低減状況 



神栖市賀地区 
L=約５００m 

神栖市賀地区 波浪対策施工状況（平成２４年度施工中） 

設計箇所 

離岸堤整備状況写真（H24.10月撮影） 

外浪逆浦 

常陸川 



Y.P+3.50 

既設堤防法線 離岸距離 約２０m 

As 

波浪対策整備断面 

Y.P+1.10 

捨 石（250kg～300kg/個） 

浪対策前状況 

水原地区波浪対策 

潮来市水原地区 波浪対策状況（平成２３年度完成） 



土浦市蓮河原地区 波浪対策状況と背後地（平成２２年度完成） 

土浦市ＨＰ 洪水避難地図より 
堤防破堤時の想定浸水区域 

浸水深５．０ｍ以上区域 

桜
川 



高 浜 沖 浚 渫 

土 浦 沖 浚 渫 

土浦沖浚渫はＨ１８に完了し、高浜沖浚渫
をＨ２４年５月完了させ、霞ヶ浦（西浦）の
大規模浚渫８，０００千m3の全ての浚渫
が完了した。 
Ｈ２１年度に西の洲干拓への浚渫土の送
泥が完了し、Ｈ２４年５月には小高干拓へ
の浚渫土の送泥が完了した。 

小高干拓 

６６４千ｍ３完了 

大規模浚渫 

１３６千ｍ３完了 

霞ヶ浦 
（西浦） 

西ノ洲干拓 



稲敷市 西の洲・甘田入地区 
（平成２１年３月撮影） 

県道 

旧桜川村庁舎 

西の洲地区 

甘田入地区 

浚渫排泥ヤードに盛土行い、 
従前の土地利用が出来るよう
圃場整備を行います。 



： 排泥ヤード 

小高干拓地平面図 



行方市 小高地区 
（平成２４年１月撮影） 

県道 

浚渫排泥ヤードに盛土行い、 
従前の土地利用が出来るよう
圃場整備を行います。 




